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 野⽥佳彦⾸相と枝野幸男経済産業相ら３閣僚は３０⽇夜、関⻄電⼒
⼤飯原⼦⼒発電所（福井県おおい町）３、４号機の再稼働に関する会
合を開いた。野⽥⾸相は会合で、原発が⽇本経済の発展に重要と表明。
福井県などの同意を得たうえで近く再稼働を最終判断する意向を⽰
した。電⼒消費地の⼤阪府など周辺⾃治体は同⽇、再稼働容認の考え
を⽰しており、政府は今後、地元同意の獲得を急ぐ。 

 野⽥⾸相は会合で、「夏の電⼒確保のためだけではなく、エネルギ
ー安全保障、電気料⾦値上げの抑制など、⽇本経済の安定と発展のた
め、原発は引き続き重要だ」と強調。「⽴地⾃治体の判断が得られれ
ば、私の責任で再稼働を判断したい」と話した。 

 政府は同⽇昼、細野豪志原発事故担当相を⿃取県内で開かれた関⻄広域連合の会合に派遣。
安全確保のため経済産業副⼤⾂ら政務三役を現地に当⾯の間、常駐させることなどを説明して
再稼働への同意を求めた。 

 同連合⻑の井⼾敏三兵庫県知事は会合後、記者団に「政府の判断は受け⽌める」と述べ、再
稼働を事実上容認。⼤阪市の橋下徹市⻑も市役所で記者団に「仮に動かしたとしても期間限定
は譲れない」と述べ、再稼働を条件つきで認めた。 

 政府は同連合の「理解を得られつつある」（藤村修官房⻑官）と判断。枝野経産相は野⽥⾸
相らとの会合後、「⽴地⾃治体の福井県、おおい町の理解を得るべく全⼒を挙げる」とした。 

 福井県の⻄川⼀誠知事は同⽇、「政府の安全監視体制について⼗分聞かなければならない」
とコメント。今後、県原⼦⼒安全専⾨委員会の安全性確認⼿続きを経て、再稼働を判断する。 

© 2012 Digital Shimbun 

発⾔する野⽥佳彦⾸相（⼿
前）。奥は藤村修官房⻑官＝
３０⽇午後、⾸相官邸 


